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めい し めい し

A.  名詞と名詞をつなぐ。（例文q～o）
しゅうしょく

B.「N1の」は、N2を修飾する。（例文q～o）
 しょゆうしゃ あらわ

C.「の」は、N1がN2の所有者であることを表す。（例文qi）
い　ち あらわ

D.「N1のN2」で位置を表す。（例文wer）
しゅるい あらわ

E.「の」は、N1がN2の種類であることを表す。（例文tyuo）
ば あい じょうきょう なん しょうりゃく

F.　C、Eの場合、状況からN2が何であるかわかっているとき、 N2は省略できる。（例文io!0）

の助-05

　　qわたしのペンはこれです。
たいいくかん

　　w体育館のとなりにプールがあります。
つくえ うえ

　　eはさみは机の上にあります。
た なか き むら

　　r田中さんのとなりに木村さんがいます。
すうがく きょうか しょ

　　tあれは数学の教科書です。
に  ほん  ご きょうしつ

　　y A:日本語の教室はどこですか。
かい

　　　 B:2階です。　　　　　　

N1　　　の　　　N2

基　　　　本

例　文

解　説

じ はん

　　uあしたのテストは9時半からです。

　　i A:これはだれのかばんですか。

　　　B:わたしのです。
しんぶん

　　o A:それはいつの新聞ですか。

　　　B:きのうのです。
えん みっ

　　!0 100円のを三つください。
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発　　　　展

とうきょうこうこう き むら

　　!1わたしは東京高校の木村です。
に ほん はる なつ あき ふゆ よっ き せつ

　　!2日本には、春と夏と秋と冬の四つの季節

があります。

例　文

ひと とも た なか

　　!3この人は友だちの田中さんです。

しょぞくさき あらわ

G.「の」は、N1がN2の所属先であることを表す。（例文!1）
どうかく かんけい あらわ

H.  N1とN2が同格の関係であることを表す。（例文!2!3）

解　説

先生へ
じょ し

　◆ 「の」は助詞。

【関連項目】

　文-07　　Aい／ANなN

　文 -28　　NがA／AN＋N

　文 -37　　V＋N

【「れんしゅう編」の練習】

　　 2-4　　わたしのとなり

　★ 2-6　　だれのですか

　　 2-7　　どこにありますか

　　 2-8　　本は机の上にありますか

　　 2-9　　机の上にかばんがあります

　　 2-10　 わたしの学校




